
 

  「海老名市家庭系ごみ指定収集袋」有料広告掲載取扱要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、海老名市有料広告事業基本要綱（平成18年４月25日制定。以下

「要綱」という。）第５条及び第６条の規定に基づき、海老名市が作成する海老名

市家庭系ごみ指定収集袋の外装袋（以下「外袋」という。）に広告を有料で掲載す

ることに関し、必要な事項を定める。 

（広告掲載の対象） 

第２条 広告掲載の対象は、燃やせるごみの５リットル、１０リットル、２０リット

ル、４０リットルの外袋とし、各袋に掲載できる広告掲載数は１枠とし、合計で４

枠を限度とする。ただし、市長が認めた場合はこの限りでない。 

（広告の規格及び掲載位置） 

第３条 掲載する広告の１枠の規格は、別表に定める通りとする。 

２ 広告の掲載位置は、市長が指定する。 

（広告の掲載料） 

第４条 外袋への広告の掲載に係る料金（以下「掲載料」という。）は、別表に定める

額とする。 

（広告掲載の優先順位） 

第５条 広告掲載に係る優先順位は、次の順序とする。 

(１) 市内に事業所等を有する私企業 

(２) 国及び地方公共団体並びに公益法人等 

(３) 前２号に該当しない者 

（広告の募集） 

第６条 広告の募集は、市ホームページ等により行う。 

（広告掲載の申込等） 

第７条 広告を掲載しようとする者（以下「申込者」という。）は、海老名市家庭系ご



み指定収集袋の有料広告掲載申込書（第１号様式）に、当該広告の見本その他必要

書類を添付して市長に提出するものとする。 

２ 申込者は、次の各号のいずれにも該当しない者とする。 

（１） 海老名市暴力団排除条例（平成２２年海老名市条例第４３号）第２条第２号

に規定する暴力団、同条第３号並びに同条第４号に規定する暴力団員等、同条

第５号に規定する暴力団経営支配法人等又は暴力団員等と密接な関係を有する

と認められる者 

（２） その他市長が適切でないと認める者 

（広告掲載の決定等） 

第８条 市長は、前条の申込書を受理したときは、要綱に定める審査のほか第５条の

規定に基づき、広告掲載の可否を決定する。 

２ 同一広告掲載枠に、第５条に規定する優先順位が同じ申込者が複数ある場合は、

市長が総合的に判断し、決定する。 

３ 前２項の規定に基づき、広告掲載の可否を決定したときは、海老名市家庭系ごみ

指定収集袋の有料広告掲載決定通知書（第２号様式）により当該申込者に通知する。 

４ 広告掲載の決定通知を受けた申込者（以下「広告主」という。）は、指定する期日

までに、掲載しようとする広告（原稿を含む。）を市長に提出するものとする。 

（広告掲載料の納入） 

第９条 広告主は、掲載の決定後、市長が指定する期日までに市の発行する納入通知

書により広告掲載料を納入するものとする。ただし、市長が認めた場合は、この限

りでない。 

（広告主の責任） 

第１０条 掲載された広告に関する著作権、肖像権等広告内容に関する責任は、広告

主が負うものとする。 

２ 広告主は、表示内容について、次に掲げる点に留意しなければならない。 

(１) 当該広告に関する法令及び業界の自主規制による広告表示基準等を遵守す

ること。 



(２) 市又は国等が推奨していると誤解させるような表現をしないこと。 

（広告掲載の取消） 

第１１条 市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、第８条の規定により決定

された広告掲載を取り消すことができる。 

(１) 指定する期日までに、掲載しようとする広告（原稿を含む。）を提出しなか

ったとき。 

(２) 指定する期日までに、広告掲載料を納入しなかったとき。 

(３) その他市長が、特に支障があると認めたとき。 

（広告掲載料の還付） 

第１２条 広告掲載料は、還付しない。ただし、市長の都合により広告の掲載ができ

なくなった場合は還付する。 

（委任） 

第１３条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。 

 

附 則 

 この要領は、令和８年８月１９日から施行する。 

  



別表（第３条、第４条関係） 

 

種別 
規格 

（縦×横） 
印刷仕様 広告掲載料 

５リットル外袋 １２cm×１２cm 白地 
黒・希望の色 

２色刷り 
４７，０００円 

１０リットル外袋 ９cm×１６cm 白地 
黒・希望の色 

２色刷り 
８２，０００円 

２０リットル外袋 １１cm×１８cm 白地 
黒・希望の色 

２色刷り 
１０９，０００円 

４０リットル外袋 １５cm×２２cm 白地 
黒・希望の色 

２色刷り 
９７，０００円 


